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火
災
件
数
は
21
件
で
、
平
成
21
年
に
比

べ
て
９
件
増
加
し
ま
し
た
。 

　
種
類
別
に
見
る
と
、
建
物
火
災
が
17
件
、

車
両
火
災
が
３
件
、
そ
の
他
の
火
災
が
１

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
火
災
に
よ
る
死
傷

者
数
は
、
死
者
２
人
、
負
傷
者
11
人
で
、
過

去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。 

　
原
因
別
で
は
、
た
き
火
か
ら
の
延
焼
が

４
件
で
最
多
。
ス
ト
ー
ブ
か
ら
、
そ
し
て

電
気
装
置
か
ら
の
出
火
が
そ
れ
ぞ
れ
２
件

ず
つ
、
そ
の
他
の
原
因
に
よ
る
も
の
が
13

件
で
し
た
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
火
災
の
発
生
に
い
ち
早
く
気
付

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
火
災
に
よ
る
死
傷

者
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
１
日
も
早
い
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　
事
故
や
災
害
な
ど
の
発
生
に
よ
り
、
救

助
に
出
動
し
た
件
数
は
45
件
で
、
21
年
に

比
べ
15
件
増
え
ま
し
た
。 

　
事
故
種
別
で
は
、
交
通
事
故
が
30
件
と

最
も
多
く
、
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
続
い
て
水
難
事
故
が
７
件
、
そ
の

他
の
事
故
が
８
件
で
し
た
。 

　
病
気
や
け
が
で
緊
急
を
要
す
る
か
た
を

救
う
た
め
、
救
急
出
動
し
た
件
数
は
２
４

５
０
件
で
、
21
年
に
比
べ
２
６
３
件
増
加
。

過
去
最
多
の
出
動
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

１
日
の
平
均
件
数
は
６
・
７
件
で
、
単
純

計
算
で
３
・
６
時
間
に
１
回
出
動
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
種
類
別
で
は
、
急
病
が
１
５
３
１
件
と

約
６
割
を
占
め
、
次
い
で
交
通
事
故
、
一

般
負
傷
と
続
き
ま
す
。 

　
出
動
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
８
月
で
、

３
１
０
件
。
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
の
発
生

が
多
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
傷
病
の
程
度
別
で
見
る
と
、
死
亡
73
人
、

重
症
１
９
６
人
、
中
等
症
１
０
５
１
人
、

軽
症
９
８
３
人
で
し
た
。 

　
搬
送
人
員
に
対
す
る
軽
症
者
の
割
合
は

全
体
の
４
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
１

人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急

車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
指
令
室
で
取
り
扱
っ
た
１
１
９
番
通
報

の
総
受
信
件
数
は
３
６
９
３
件
で
、
21
年

よ
り
２
８
７
件
増
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
い
た
ず
ら
や
間
違
い
、
急

を
要
さ
な
い
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
合
計
が

１
５
６
１
件
で
、
全
体
の
４
割
を
占
め
て

い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
１
１
９
番
通
報
を
正

し
く
利
用
す
る
こ
と
で
、
災
害
や
救
急
に

素
早
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
６
２-

０
１
１
９
番

に
お
願
い
し
ま
す
。 

  

　
平
成
22
年
は
、
火
災
、
救
急
、
救
助
全
て

の
件
数
が
増
加
。
８
月
に
は
猛
暑
に
よ
る

災
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。 

　
市
消
防
本
部
で
は
、
多
様
化
す
る
災
害

に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
を

想
定
し
て
日
々
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
持

ち
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

昨年中の市内の火災発生状況や救急救助活動状況など、消防・防災に関する各種の
統計調査結果をお知らせします。 
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死
傷
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大
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増
加 

４
割
が
い
た
ず
ら
や
間
違
い 

22
年
を
振
り
返
る
と 

交
通
事
故
が
７
割
を
占
め
る 
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住宅用火災警報器の 
設置期限まであと 

53日 

119
火事・救急・救助 

※既存住宅への設置期限です 
（4月8日現在） 

　昨年、京丹後市内において、残念ながら火災によって2人が亡くな
られました。市では、住宅火災からの逃げ遅れをなくすため、いち早
く火災の発生を知らせてくれる「住宅用火災警報器」の設置を推進
しています。今年の5月末には、既存住宅への警報器の設置期限が迫
っています。1日も早く、設置をお願いします。 
　今後も災害に強いまちづくりのため、消防職員一同全力で取り組
んでまいりますので、ご支援・ご協力をお願いします。 

①コンセントに差しっぱなしのプラグに、ほこ
りがたまっていませんか？  

②電気コードが、家具などの下敷きになってい
ませんか？ 

③電気コードを束ねたり、ねじれたままで使用
していませんか？ 

④電気コードが傷ついていませんか？ 

　平成22年4月から、京丹後市域でも、
豊岡市の公立豊岡病院を拠点として
ドクターヘリの運航が始まっています。
これにより、本市の救急医療体制は、
さらなる充実に向け大きな一歩を踏
み出しました。 
　昨年4月から12月までの間に、市
消防本部では急病や交通事故などの
救急患者に対して59件の出動を要請
し、47人を搬送しました。 
　また、ドクターヘリを支援するため、
救急車のほか広報車やポンプ車が出
動します。緊急車両の通行にご協力
をお願いします。 

住宅火災から家族を守るために 

市消防本部 消防長 
坪倉　護 

峰山町 

網野町 弥栄町 

大宮町 

丹後町 

久美浜町 

地域別に見た平成22年火災発生状況（単位：件） 市内で発生した火災の件数の推移（単位：件） 

救急出動件数の推移（単位：件） 

新山保育所（峰山町荒山）の子どもたちも住宅用火災警報器の設置をPR
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電気火災を防ぐポイント 
家庭で確認してください 

【火災】 

21件 

【救助】 

45件 

【救急】 

2,450件 

【通信】 

3,693件 

59件の出動を要請、47人を搬送 
平成22年のドクターヘリ運航状況 
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